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研究成果の概要（和文）：呼吸器外科の医学部学生の臨床実習において、反転授業を導入して、基本的な知識を
習熟させた。内容は、肺機能検査、肺切除の限界、肺の区域解剖、肺のCT解剖、肺の内視鏡画像による解剖、
A-aDO2による周術期管理、縦隔腫瘍であった。反転授業のコースは、全7回の講義と小テストからなり、前後で
テストを行い成績を比較した。１学年ずつ、反転授業をしなかった学年と行なった学年を比較したところ、反転
授業を受けた学年の方がテストの成績は改善を見た。反転授業は、短時間で必要な知識を習得するために、有効
な方法であった。

研究成果の概要（英文）：During the clinical clerkship of the undergraduate medical students of 
thoracic surgery, flipped classroom was introduced to teach the basic knowledge of the thoracic 
surgery. Contents included pulomnary function test, limit of lung resection, lung segment, CT 
anatomy, thoracoscopic anatomy, perioperative management using A-aDO2, and mediastinal tumor. The 
flipped classroom consisted of a total of 7 lectures and quizzes, and tests were conducted before 
and after the flipped classroom. The test score elevated significantly after the flipped classroom. 
Flipped classroom was an effective way to acquire the basic knowledge in a short term.

研究分野： 呼吸器外科学、医学教育

キーワード： 反転授業　医学部卒前教育　呼吸器外科学　臨床実習

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
反転授業では、教員が授業で伝える内容をon lineの教材にして、授業前に生徒がon lineで授業を受け、実際の
授業では、その応用・発展の内容を行うものである。現在は広く高等教育にも広く応用され、大学・企業でも学
生、職員の教育に応用され、一定の成果が報告されている。医学教育においても、膨大な知識を身につけ、一般
の患者に応用・適応することが求められ、効率よく知識を習得する方法が必要である。反転授業を臨床研修の現
場で応用することで、実際の患者にどのように基礎的な医学知識が応用されていくのかを体験できる有効な教育
方法である。



 

１．研究開始当初の背景 

反転授業(Flipped classroom)とは、説明型の授業をビデオなどの教材にしてインターネットなど を通じ

て事前学習させ、授業の後に宿題として出されていた演習や応用問題を教室で行う学習形態である。

反転授業により、成績が上がる、学習時間が増えるなどの効果が報告されている。2007 年頃から米国

の初等中等教育を中心に広まり、近年は日本の企業や高等教育、大学でも導入され始め、 注目されつ

つある。 

医学教育においては、内科学、外科学などの説明型講義を修了し、高学年になると実際の入院患者

を受け持ち、個々の疾患の診断・治療について学ぶ臨床実習にすすむ。 

医学生が、臨床医学の能力・知識を向上させる事に対する意欲は非常に高い。一方で、現状の臨床

実習では、各科を短期間でローテートしながら、事前学習なしに入院患者を受け持ち、検査を見学した

り、手術参加したりするため、知識の定着・応用は不十分ではないかという懸念がある。 

臨床実習に、「反転授業」の概念を応用するためには、新しい工夫を加える必要があると考えている。

呼吸器外科学の臨床教育に最適化させた反転授業の手法を開発・導入し、その成果を評価する事は、

今後の医学教育のあり方を考える上で重要である。 

 

２．研究の目的 

授業前に講義内容をまとめたビデオでオンライン学習し、授業では応用・発展問題を行う「反転授業」

の手法を用いて、医学生が効率よく呼吸器外科学の知識を習得する事を目的とする。 

 

３．研究の方法 

当大学で、呼吸器外科学の臨床実習を受ける期間は 2 週間である。医学生に事前授業を要する項目

として、以下の項目を挙げる。これらの項目について、10〜15 分のビデオ教材を作成し、イ ンターネット

上で公開する。 

(1)原発性肺癌の胸部 CT 読影法、手術前病期診断について。  

(2)胸腔鏡下肺切除術のビデオ学習、手術時の解剖学的構造の認知。 

(3)周術期管理として、胸腔ドレーンの抜去の判断基準。 

(4)人工呼吸法、術後化学療法など。  

オンライン学習前後に、知識の確認を得るために、インターネット上で小テストを行う。反転授業の期間

は 1 週間とし、その前後の小テストで学習効果を判定する。 

 反転授業を行った学年と、行わなかった学年で、小テストの成績を比較し、反転授業の効果を検討し

た。 

 

 
 

 

  



４．研究成果 

 反転授業後の小テストの成績を比較すると、反転授業を行った学年の方が、優位に点数が良かった。

反転授業、オンライン学習の効果は有効であった。 
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